
犬
の
し
つ
け
方
教
室
～
ワ
ン
コ
と
飼

い
主
が
快
適
に
暮
ら
す
た
め
に
～

　
講
習
と
実
技
を
通
じ
て
犬
の

し
つ
け
方
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き
・
と
こ
ろ　
【
１
日
目
・

講
義
の
み
。犬
の
同
伴
な
し
】

10
月
４
日
水
・
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分
・
宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

遠
賀
分
庁
舎
１
階
（
水
巻
町
吉
田
西
）

　

�【
２
日
目
～
４
日
目・実
技
。犬
の
同
伴
あ
り
】

10
月
11
日
水
、
18
日
水
、
25
日
水
・
午
前

10
時
～
11
時
30
分
・
遠
賀
町
ふ
れ
あ
い
の

里
屋
内
運
動
場
（
遠
賀
町
浅
木
）

▽�

対
象　

月
齢
４
カ
月
以
上
で
畜
犬
登
録
、

狂
犬
病
予
防
注
射
済
み
の
健
康
な
犬

▽�

定
員　
10
組
（
４
日
間
全
部
参
加
で
き
る

人
で
、
未
受
講
者
優
先
、
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

申
込
期
間　
９
月
６
日
水
～
８
日
金

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
宗
像
・
遠
賀
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
保
健
衛
生
課
生
活
衛
生

係
（
☎
〈
０
９
４
０
〉
４
７
‐
０
３
４
４
）

水
の
旅
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　

遠
賀
川
河か
こ
う
ぜ
き

口
堰
管
理
40
周
年
と
北
九
州
市

政
60
周
年
を
記
念
し
て
、
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行

い
ま
す
。
浄
水
場
や
貯
水
池
な
ど
施
設
の
役

割
や
歴
史
を
知
り
、
水
資
源
の
大
切
さ
を
学

べ
ま
す
。

▽�

と
き　
10
月
29
日
日
・
午
前
９
時
40
分
～

午
後
４
時

▽�

と
こ
ろ
（
コ
ー
ス
）　
黒
崎
駅
（
集
合
）
～

本
城
浄
水
場
～
頓
田
貯
水
池
（
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
）
～
遠
賀
川
河
口
堰

▽�

対
象　
遠
賀
郡
、
中
間
市
、
北
九
州
市
在

住
の
小
学
４
年
生
～
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

▽�

定
員　
30
組
（
60
人
程
度
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
。

▽
参
加
費　
無
料

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
昼
食
、
飲
み
物
、
レ

ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

▽�

申
し
込
み　

二
次
元
バ

ー
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　
9
月
15
日
金

▽�

問
い
合
わ
せ　
遠
賀
川
河
口
堰
管
理
支
所

（
☎
２
０
１
‐
１
６
７
５
）

福
岡
県
立
戸
畑
高
等
技
術
専
門
校

令
和
５
年
度
10
月
入
校
生
募
集

▽�

募
集
科
目　
溶
接
科
（
10
月
入
校
生
）

▽�

訓
練
期
間　
10
月
３
日
火
か
ら
６
カ
月
間

▽�

対
象　
技
能
を
習
得
し
、
訓
練
を
受
け
て

関
連
職
種
に
就
職
を
希
望
す
る
人

▽�

定
員　
20
人

▽�

受
講
料　

無
料
（
資
格
試
験
受
験
費
用
、

教
科
書
代
な
ど
は
別
途
必
要
で
す
）

▽�

選
考
日　
９
月
22
日
金

▽�

申
し
込
み　
９
月
15
日
金
ま
で
に
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
黒
崎
駅
前
庁
舎
（
八
幡
西
区
黒
崎
）

（
☎
６
２
２
‐
５
５
６
６
）
へ
書
類
提
出

令
和
５
年
度
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

地
域
で
暮
ら
す
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族

を
応
援
す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
資

質
向
上
を
目
的
と
し
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　
10
月
18
日
水
・
午
前
10
時
～
午
後

４
時

▽�

と
こ
ろ　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
市

原
町
）

▽
内
容

●�

認
知
症
高
齢
者
支
援
の
取
り
組
み
（
最
新

の
動
向
）

●�

認
知
症
高
齢
者
本
人
が
抱
え
る
思
い
、
求

め
て
い
る
支
援

●
認
知
症
高
齢
者
家
族
へ
の
支
援

●
認
知
症
高
齢
者
支
援
の
事
例
検
討

▽�

対
象　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
を

修
了
し
た
人

▽
参
加
費　
無
料

▽�

申
込
期
限　
10
月
６
日
金
（
必
着
）

※
た
だ
し
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▽�

申
し
込
み　
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
福

祉
・
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉

５
８
４
‐
３
３
５
１
）

２
０
２
４
年
版
福
岡
県
民
手
帳
の

購
入
予
約
を
受
け
付
け
ま
す

　

福
岡
県
民
手
帳
は
、
県
内
の
市
町
村
の
概

要
や
、
県
内
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
窓
口
、

主
な
施
設
の
情
報
、
統
計
デ
ー
タ
な
ど
、
情

報
満
載
の
手
帳
で
す
。

　

こ
の
福
岡
県
民
手
帳
を
10
月
下
旬
か
ら
発

売
し
ま
す
。
町
で
は
事
前
に
予
約
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　
９
月
29
日
金
ま
で
に
、
企
画

係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
０
）
へ

※�

手
帳
の
受
け
渡
し
は
代
金
と
引
き
換
え
で

行
い
ま
す
。

収
録
内
容

・
年
齢
早
見
表

・
鉄
道
路
線
図

・
県
内
市
町
村
図

・
道
の
駅
情
報

・�

非
常
用
持
出
品

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

・
防
災
情
報

・
応
急
手
当

　
…
…
な
ど
な
ど

みんなの

ひろば

バスツアー
申し込み

・年齢早見表

 

・鉄道路線図

 

・県内市町村図

 

・道の駅情報

 ・非常用持出品

  チェックシート

 
・防災情報

 
・応急手当 

 
 ……などなど

 

収録内容
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●
浜
木
綿
俳
句
会

浄
土
へ
の
道
を
照
ら
せ
よ
梅
雨
満
月

�

池
田
千
恵
子

も
て
な
し
の
冷
茶
の
湯
呑
江
戸
切
子

�

小
川　
雪
野

蓮
の
葉
を
大
揺
れ
に
し
て
鯉
の
道

�

花
田
八
代
美

燈
台
を
鉄
梯
の
ぼ
る
雲
の
峰

�

池
田　
幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

寺
町
の
静し

じ
ま寂
に
ま
ろ
き
梅
雨
の
月

�

田
尾
三
千
枝

ど
く
だ
み
の
花
の
白
さ
よ
雨
あ
が
り

�

縄
田　
惠
子

山や

ま笠
な
ら
し
漢
の
脚
の
皆
白
し

�

仲
山
ク
ニ
子

川
風
も
潜
る
茅
の
輪
や
崗お

か湊
の
宮

�

桐
山　
美
枝

●
水
茎
短
歌
会

「
売
家
」
は
日
毎
侘
し
さ
つ
の
ら
せ
て

ポ
ト
ポ
ト
涙
の
雨
粒
落
と
す

�

村
上　
一
惠

姉
を
看
る
甥
と
家
族
の
優
し
さ
に

安
心
を
し
て
我
が
家
に
帰
る

�

田
中
勢
津
子

今
日
も
ま
た
過
ぎ
て
し
ま
い
ぬ
何
も
せ
ず

侘
し
き
故
か
ひ
と
り
言
多
し

�

後
藤　
征
子

朝
ぼ
ら
け
裏
の
林
で
ほ
と
と
ぎ
す
の

一
声
鳴
く
が
侘
し
く
聞
こ
ゆ

�

麻
生　
清
子

脈動
  今野　敏　著  

　警察官による暴力や淫
みだら
ら

な行為が相次ぐ。事態の悪
化をおそれた警視庁生活安
全部少年事件課の巡査部
長・富野輝彦は旧知のお祓

はら

い師・鬼龍光一を呼び出し
た。その結果、警視庁を守
る結界が破られており、こ
のままでは警察組織は崩壊
するというが…。

俳
句
・
短
歌

■休館日　�４日月、11日月、19日火、25日月、
28日木

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前 10 時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や
予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん ９月

と　き 　　出　演・催　し　　
６日水 赤ちゃんおはなし会たっち
10 日日 にじの会
16 日土 おはなしトントン
24 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11時から

�
△

ところ　おはなしのへや

定例おはなし会

新 着 図 書

注目の一冊

　

北九州市出身の小説家、松村比呂美さんを講師に
迎え、「物語のヒント　短編小説ができるまで」とい
うタイトルで講演を行います。講演会後にサイン会
も行います。△ �

とき　９月 24日日・午後２時から△

ところ　中央公民館２階△ �

定員　80 人 ( 事前申し込み先着順）△ �

申込受付　８月１日火から電話または図書館カウ
ンターで受け付けを開始しています。

　毎年９月20日水～26日火は動物愛護週間。今年
のテーマは「子どもも大人も一緒に考えよう、私たち
と動物」です。家族の一員であるペットのほかにも、
私たちのまわりにはたくさんの動物たちがいます。理
解を深めるために、まずは図書館で本を手に取ってみ
ませんか。動物が出てくる絵本や読み物を中心に、さ
まざまな本を用意しています。

たいせつな家族で大好きな友だち

【一般書】
青瓜不動 宮部　みゆき � 著
約束した街 伊兼　源太郎� 著
可燃物 米澤　穂信� 著
前の家族 青山　七恵� 著

【児童書】
かわらばん屋の娘 森川　成美� 作
図書館がくれた宝物 ケイト・アルバス�作
猫丸神社のひみつ 西村　友里� 作
おてがみさがし おくはら　ゆめ� 作
ねぞうプロレス ひらぎ　みつえ� 作

松村比呂美さん講演会
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